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はじめに

学生の悩みは様々なレベルがある

　　　e.g. 教員が何を求めているのか  　　→see 「１」・「1.」

　　　　　何を調べればよいのか　　　　　→see 「１」・「2.」

　　　　　書きたいことが漠然としている　→see 「２」・「2.」

　　　　　上手に書きたい　　　　　　　　→see 「２」・「3.」「4.」

　　　　　引用の仕方がわからない　　　　→see 「３」、「４」

１．レポートとは何か

　1.学生にレポート課題を課すのはなぜか

　　　1)学生に研究論文を執筆させることは無理、そのようなことは期待していない。

　　　2)目的：講義内容の理解には、主体的な「学び」が必要

　　　　　　　自学自習（大学設置基準：１単位は15時間の講義と30時間の自習が必要）

　　　　　　　自己認識：他人の見解と自らの見解の区別、自らの見解の自己認識

　　　＊レポートと論文の違い

　　　　　抽象的には、レポートは既存の知識の整理、論文はその上での自説の提示

　　　　　ただし現実には、個々の教員が明瞭に区別して認識しているかは疑問

　2.レポートは感想文（随筆、エッセイ、文学 etc...）ではない

　　　違い：レポートは「アイのない文書」

　3.レポートの構成要素

　　　1)論点（ないし、主題、課題）　　　　　＊何について論じるのか、論じる理由は何か

      2)当該テーマについての事実関係の整理　＊社会的実態、調査資料、法学ならば法律判例

      3)諸見解（ないし、先行研究）　　　　　＊複数の異なった見解を提示すること

      4)自説（ないし、判断）

　　→＊この順序で執筆する必要はないが、この要素は必要、この順序で書くと書き易い

　　　＊執筆順ではなく、検討手順としては、3)を調べる中で論点を見つけ出し、3)の前提となる事実関係を整理し、3)に付け加える自説を考える、と3)を軸とした手段の説明も

　　　　　cf.法学部・安本教授、おそらく、生田先生ならびに参考文献にある小笠原教授

２．上手なレポートの書き方

　１．資料

1)資料集め

　　　注意　1.これが大前提であって、素材なしには書けない

　　　　　　2.読むべき量については、一概に言えない。法律学の卒業論文なら最低論文100本　　　

私のWebPage（http://www.ritsumei.ac.jp/~satokei/）に資料の探し方を載せている。　　　　　

　  2)資料の読み方

      注意　1.読み流したものは「読んだ」ことにはならない

　　　　　　2.初心者は必ずメモを取ること

　　　　　　　　最初の文献を読む際には大量のメモとなる。二本目からメモの量は減ってくる

　　　　　　3.上級者であれば、特徴的あるいは参考となる部分に付箋をつける

　  3)メモの取り方

      注意　1.使うことを前提にメモをとる

　　　　　　2.一テーマを一つのメモに→後で再構成できる　　cf.梅棹「知的生産の技術」

　　　　　　3.パソコンを使うと便利

２．何について論じるのか：論じるテーマを明らかにするための手法

＊以下は「富山大学日本語表現講義」に基づく→自習が可能

　　　http://chiharu.cside4.jp/elearn/hyogen2000/index.html
　　1)image map　cf.ＫＪ法

　　　　　思考マップ　　　　　　　　　 →資料１

　　　　　構成マップ　　　　　　　　　 →資料２

    2)outline：思いついたことを書き留める→グループ化→構成

    3)nonstop writing

３．執筆

1)論文の構成 　　　　　 　　       →資料３

　　　1.序文・本文・結論：序文の必要性、並列型・直列型

      2.接続詞

2)論じ方

  1.三段論法　大前提→小前提→結論

　2.原因の究明と対策

　　3)執筆

　1.序文を書く　内容：具体的テーマ、そのテーマを選んだ理由

　　　2.本文を書く　内容：事実関係の整理、諸見解の整理、自説

　　　3.自説の論じ方　たとえば三段論法

    4)文書表現

　　　1.One Word / One Meaning　　→資料４

　　　　　例：動詞「機械を見る」、形容詞「多くの人が賛成した」、副詞「しばらく海外に行く」

      2.One Sentence / One Idea　  →資料５

      3.One Paragraph / One Topic →資料６

　　　　　ステップ１：書きたいことをリストアップ

　　　　　　　　　２：いったん一つにまとめる

　　　　　　　　　３：グループ化、書くべきと書かないグループ

　　　　　　　　　４：グループ内で文を順序正しく配列する

３．著作権

1.他人のアイデアを自らのものとして使用すると著作権侵害

　　←自覚していたか無自覚かは問わない、公表・不公表を問わない

　　→みなさんの執筆したものの多くはおそらく著作権侵害

　　　（教育目的であるから外部に出さない限り許されているが）　例を一つ：講義の受講

  2.引用の要件（著作権法３２条）

　　　1)「公表された著作物」：未公開のものはだめ

      2)「公正な慣行に一致する」：必要でない場合にはだめ

      3)原文をそのまま引用する

      4)正当な目的のための「正当な範囲内」：多量はだめ

  3.出所の明示（著作権法４８条）

4.利用可能

1)公文書（法律・命令・判例・広報）

2)学術的利用や教育的利用

４．引用方法

1. 法律学の場合

2. 社会学の場合

3. それ以外　e.g.英文学

4. 各学部からの注意、とりわけ、インターネット上での文献について
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